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研究成果の概要 

理論基盤構築では、時間制約と未知パラメータを含むハイパー論理「Hyper parametric timed 

CTL」を提案し、複数実行パス間の関係性を形式的に表現可能にした。この成果はトップ国際会議

EMSOFT 2024 で発表され、自動運転システムなど安全クリティカルなシステムの検証に貢献して

いる。監視技術では、完全準同型暗号を用いた秘匿モニタリング手法をRV 2024で発表。プライバ

シーを保護しながら数値的安全性測定の監視を可能にし、企業との共同研究として産業応用も進

めている。基盤技術として、既存技術より 72〜179 倍高速な暗号コンパイラ「HEIR」をセキュリティ

国際会議 NDSS 2024 で発表した。制御手法では、機械学習を活用したイベントトリガ型モデル予

測制御を IEEE Transactions on Cyberneticsに、交通信号最適化のための「信号時空間論理」アプ

ローチを IEEE Transactions on Intelligent Transportation Systems に掲載した。また、自動運転の

「安全性と目標達成の両立」を実現する「ゴール認識型 RSS」を国際会議 IV 2024で発表した。さら

に、未整備環境での自律走行のためのカメラ画像を用いたオンライン経路制御や、歩行者空間で

の安全走行のための注意機構を組み込んだ制御手法を研究し、実験による有効性検証も行った。  
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